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第
７
回
京
都
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

①：善法律寺の綺麗な紅葉をバックに、参加者全員集合

②：石清水八幡宮にて、宮司さんの解説に聞き入る

③：和菓子作り体験にて、完成した和菓子を手に笑顔

ら
昇
殿
を
見
学
し
た
。

石
清
水
八
幡
宮
へ
向
か
う
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
か
ら
も
紅
葉
を
鑑
賞
し
、
緑
と
赤

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
彩
ら
れ
た
秋
の

風
景
を
楽
し
ん
だ
。

最
後
に
、
大
山
崎
山
荘
美
術
館
の
ク

ロ
ー
ド
・
モ
ネ
展
へ
と
向
か
っ
た
。
モ

ネ
作
の
「
睡
蓮
」
「
エ
ト
ル
タ
の
朝
」

と
い
っ
た
数
々
の
名
作
を
鑑
賞
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
初
め
て
バ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
食
べ
物
も

美
味
し
く
、
和
菓
子
作
り
に
も
体
験
で

き
て
、
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
」

「
紅
葉
が
最
高
に
き
れ
い
で
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

支
部
は
１
１
月
２
３
日
、
毎
年
恒
例

の
第
７
回
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。

医
師
・
歯
科
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
ら
３
０

人
が
参
加
し
、
秋
の
京
都
を
満
喫
し
た
。

７
回
目
と
な
る
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
。

午
前
は
最
初
に
、
「
甘
春
堂
」
で
の
和

菓
子
作
り
体
験
を
行
っ
た
。
作
成
し
た

の
は
桔
梗
な
ど
の
形
の
和
菓
子
を
４
つ
。

練
り
き
り
で
餡
を
包
み
、
指
先
を
上
手

に
使
っ
て
形
を
整
え
る
と
完
成
と
な
る
。

続
い
て
通
称
紅
葉
寺
と
も
呼
ば
れ
る

善
法
律
寺
で
の
紅
葉
観
賞
を
行
っ
た
。

丁
度
見
頃
を
迎
え
た
紅
葉
に
、
参
加
者

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

昼
食
は
地
元
京
野
菜
の
バ
イ
キ
ン
グ

に
舌
鼓
を
打
ち
、
昼
食
会
場
近
く
に
あ

る
「
上
津
屋
橋
（
流
れ
橋
）
」
も
見
学

し
た
。

午
後
は
最
初
に
「
石
清
水
八
幡
宮
」

で
の
、
今
年
国
宝
指
定
さ
れ
た
昇
殿
参

拝
を
行
っ
た
。
昇
殿
の
建
築
様
式
に
つ

い
て
、
宮
司
さ
ん
の
解
説
を
聞
き
な
が

①

②

③

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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第
６
回X

m
a
s

パ
ー
テ
ィ
を
開
催

支
部
は
１
２
月
１
０
日
、
レ
ス
ト
ラ

ン
「F

r
e
n
c
h

&
I
t
a
l
i
a
n

c
u
i
s
i

n
e

S
h
i
p
S
h
a
p
e

」
で
、
第
６
回
と
な

るX
m
a
s

パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
た
。
会
員

や
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
な
ど
４
３
名
が
参

加
し
た
。

今
年
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ロ
キ
さ
ん

ら
二
人
の
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
を
お
招
き

し
、
参
加
者
は
そ
の
手
か
ら
繰
り
出
さ

れ
る
華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会

も
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
ビ
ン
ゴ
の
数

字
に
一
喜
一
憂
す
る
声
が
た
び
た
び
上

が
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア

ン
の
コ
ー
ス
も
好
評
で
、
さ
ら
に
パ
ー

テ
ィ
の
終
わ
り
に
は
子
ど
も
た
ち
へ
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
配
ら
れ
、

今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

子どもたちにもマジックを披露するロキさん（写真右）と助手の松田さん（写真左）

ロ
キ
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
に
仰
天

２
０
１
６
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
た
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
数
回

に
渡
っ
て
改
定
内
容
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
く
。
第
６
回
目
と
な
る
今
号
で
は
、

「
目
標
設
定
等
支
援
・
管
理
料
」
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

厚
生
労
働
省
が
９
月
１
５
日
に
発
行
し

た
疑
義
解
釈
の
送
付
に
つ
い
て
（
そ
の
７
）

に
よ
る
と
、
目
標
設
定
等
支
援
・
管
理
料
に

つ
い
て
、
以
下
の
様
に
扱
う
と
し
て
い
る
。

（
１
）
過
去
３
月
以
内

と
は
何
を
指
す
の
か

（
問
）
標
準
的
算
定
日
数
の
３
分
の

１
を
経
過
し
た
後
に
要
介
護
被
保
険
者

等
に
対
し
引
き
続
き
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
過
去

３
月
以
内
に
目
標
設
定
等
・
支
援
管
理

料
を
算
定
し
て
い
な
い
場
合
に
１
０
０

分
の
９
０
に
相
当
す
る
点
数
に
よ
り
算

定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
「
過
去
３
月
以
内
に
算
定
し
て
い

な
い
場
合
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
場
合
を
い
う
の
か
。

（
答
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
を
算

定
す
る
月
の
前
月
を
１
月
目
と
数
え
た

上
で
、
３
月
目
の
初
日
以
降
に
目
標
設

定
等
支
援
・
管
理
料
を
算
定
し
て
い
な

い
場
合
が
該
当
し
、
例
え
ば
、
以
下
の

期
間
に
算
定
し
て
い
な
い
場
合
を
い
う
。

例
１
）
１
０
月
１
日
に
脳
血
管
疾
患
等

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
算
定
す
る
場

合
：
７
月
１
日
～
１
０
月
１
日

例
２
）
１
０
月
２
５
日
に
脳
血
管
疾
患

等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
算
定
す
る

場
合
：
７
月
１
日
～
１
０
月
２
５
日

（
２
）
継
続
し
て
の
算
定

い
つ
か
ら
で
き
る
？

（
問
）
目
標
設
定
等
支
援
・
管
理
料

は
、
３
月
に
１
回
に
限
り
算
定
可
能
と

2
0
1
6
年
度
医
科
診
療
報
酬
改
定

解
説
⑥

さ
れ
て
い
る
が
、
継
続
し
て
算
定
が
必

要
な
場
合
に
、
い
つ
か
ら
算
定
可
能
と

な
る
の
か
。

（
答
）
目
標
設
定
等
支
援
・
管
理
料
を

継
続
し
て
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
直
近
の
算
定
日
が
属
す
る
月
を

１
月
目
と
数
え
た
上
で
、
４
月
目
の
初

日
以
降
に
算
定
可
能
で
あ
り
、
例
え
ば
、

以
下
の
と
お
り
算
定
可
能
で
あ
る
。

例
１
）
７
月
１
日
に
目
標
設
定
等
・
支

援
管
理
料
を
算
定
し
た
場
合
：

１
０
月
１
日
以
降
に
再
度
算
定
可
能

例
２
）
７
月
２
５
日
に
目
標
設
定
等
・

支
援
管
理
料
を
算
定
し
た
場
合
：

１
０
月
１
日
以
降
に
再
度
算
定
可
能

詳
し
い
改
定
の
内
容
は
2
0
1
6
年

版
の
「
保
険
診
療
便
覧
」
や
「
保
険
診

療
の
手
引
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
冊
子

の
注
文
は
以
下
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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